
部 会

　いちご部会は２月１日、中央事業所で全体会を開
き、部会員、ＪＡ担当職員、普及センターら29名が出
席しました。

　児湯農業改良普及センター・黒木尚さんから今年
のいちごの生育状況について「寒暖差や弱光、曇雨
天の影響で、着果負担がかかり額枯れが見られる」
と話し、現在は日射量が秋口と同等であることから、
軟果・不良果防止のため適切な灌水やカルシウム施
用などを呼びかけました。
　勉強会では、神協産業株式会社の兼俊龍夫さんと
株式会社サーマスの白樫康則さんが、病害虫防除の
ための微生物資材の紹介や圃場管理の基本などにつ
いて説明。兼俊さんは「曇雨天後の植物の健康を維
持するためにも、換気と水分管理、施肥をこまめに
行ってほしい」と話されました。
　同部会では令和５年度、部会員38名で出荷数量
378ｔを目指します。

いちご部会全体会／圃場管理の基本を再確認

　いちご部会は２月14日、川南・都農両町長にイチ
ゴ（さがほのか、ゆめのか、みくのか）を贈りました。
30年以上続けているいちご寄贈は例年、ひな祭りに
行っていましたが、昨年からバレンタインデーに合
わせ贈呈しました。
　川南町では福岡義和副部会長から東高士町長に19
ケース（１ケース、250ｇ×４パック入り）が手渡
されました。東町長は「ＪＡ尾鈴のいちごはとても
好評のためありがたい。園児達の笑顔が浮かぶ」と
　

話されました。
　都農町でも竹下政一郎副部会長から坂田広亮町長
へ同じく19ケースが手渡されました。
　両町に寄贈されたいちごは各町内の幼稚園と保育
園へ届けられます。
　内野宮一浩部会長は「いちごが一番美味しく、大
きい時期に食べてもらい、園児が喜んでいる顔が見
たい」と話しました。

いちご部会／管内の園児らへイチゴ贈る

　
日
長
が
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く
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中
の
換
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行
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、
ハ
ウ
ス
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滞
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ッ
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定
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行
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勢
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病
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発
生
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な
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こ
の
時
期
は
雌
穂
の
粒
列
や
１
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の
粒
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を
決
定
す
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時
期
で
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象
の
影
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を
受

け
や
す
く
、
蒸
し
込
み
に
よ
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高
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は
禁

物
。
換
気
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な
り
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追
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２
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追
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12
日
前
後
か
ら
効
果
が
で
ま

す
。
全
面
散
布
、
収
穫
45
日
前
ま
で
。
１
回
。

　
気
温
も
少
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つ
上
昇
し
、
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ウ
ス
内

に
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も
り
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す
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な
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こ
ま
め
な
換
気
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
白

斑
葉
枯
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発
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助
長
す
る
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な

り
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す
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急
激
な
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。

　
気
温
上
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害
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早
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行
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。
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葉
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な
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な
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ラ
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予
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努
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そ
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抵
抗
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回
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同
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続
け
て
散
布
す
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の
は
避
け
て
く
だ
さ
い
。

　
灌
水
は
少
量
・
多
回
数
灌
水
を
基
本
と

し
、
土
壌
水
分
を
一
定
に
保
ち
極
端
な
管

理
を
避
け
灌
水
不
足
に
よ
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、
チ
ッ

プ
バ
ー
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の
発
生
を
防
ぐ
よ
う
に
管
理
し

て
く
だ
さ
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。

　
液
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は
、
出
来
る
だ
け
有
機
液
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を
主

体
と
し
て
施
用
し
、
発
根
促
進
剤
の
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用

も
併
せ
て
行
い
、
根
の
張
り
を
促
し
て
く

だ
さ
い
。
地
温
が
上
昇
す
る
２
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下
旬
頃

よ
り
草
勢
が
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盛
に
な
る
の
で
、
そ
れ
に

応
じ
て
液
肥
を
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。
病

害
虫
の
発
生
が
増
え
て
き
ま
す
。
早
め
の

予
防
に
努
め
、
場
合
に
よ
っ
て
は
生
物
的

防
除
か
ら
科
学
的
防
除
に
切
り
替
え
ま
し

ょ
う
。

　
ビ
ニ
ー
ル
被
覆
は
時
期
が
遅
れ
な
い
よ

う
早
め
に
計
画
を
立
て
て
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

　
芽
か
き…

芽
か
き
の
時
期
は
遅
れ
る
と

養
分
の
浪
費
と
先
端
部
の
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が
強
く
伸
び

て
基
部
の
芽
が
貧
弱
に
な
る
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で
、
展
葉

１
〜
２
枚
の
時
と
結
果
枝
誘
引
時
の
２
回

に
分
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
防
除
の
徹
底

　
時
期
　
３
月
中
旬
〜
下
旬

○
害
虫…

ア
カ
ガ
ネ
サ
ル
ハ
ム
シ
・
コ
ガ

　
ネ
ム
シ
成
虫

○
病
害…

晩
腐
病
・
黒
と
う
病
・
べ
と
病
・

　
褐
斑
病

　
収
穫
終
了
後
は
サ
イ
ド
ビ
ニ
ー
ル
を
巻

き
上
げ
、
温
度
を
下
げ
て
（
20
℃
以
下
）

管
理
し
て
く
だ
さ
い
。
灌
水
は
、
た
っ
ぷ

り
行
い
樹
勢
回
復
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
落
葉
が
激
し
い
場
合
に
つ
い
て
は
、

窒
素
主
体
の
葉
面
散
布
と
速
効
性
肥
料
で

の
礼
肥
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
剪
定
は
、
３
月
い
っ
ぱ
い
（
遅
く
て
も

４
月
上
旬
ま
で
）
で
終
わ
ら
せ
て
く
だ
さ

い
。

※

剪
定
残
渣
は
、
病
害
虫
の
発
生
源
に
な

る
為
、
粉
砕
機
で
細
か
く
粉
砕
す
る
か
、

園
外
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
剪
定
後
の
肥
培
管
理
に
つ
い
て
は
、
完

熟
堆
肥
を
４
月
中
旬
に
10
ａ
当
た
り
２
〜

３
ｔ
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。
収
穫
中
の
園

地
に
つ
い
て
は
少
量
多
回
数
の
灌
水
を
実

施
し
、
果
実
の
萎
れ
等
が
発
生
し
な
い
よ

う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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黒木さんの説明を聞く部会員

川南町役場での寄贈 都農町役場での寄贈


